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はじめにはじめに

iPhone 6のスクリーンを交換する方法を学べます。このパーツにはフロントカメラ、イヤホンス
ピーカとLCDシールドプレートが既に搭載されているため、修理作業がより簡単になります。

必要な作業は、古いスクリーンを取り出して、ホームボタンを新しいスクリーンに移すことです。

このガイドを使って、フロントパネルアセンブリのケーブルブラケットを交換することもできま

す。

[video: https://www.youtube.com/watch?v=kE3s-ahwfSU]

ツールツール:

Anti-Clamp (1)
Spudger (spatule antistatique) (1)
Tournevis Pentalobe P2 pour iPhone (1)
Ventouse (1)
Outil pour ouvrir iFixit (1)
Pincettes de précision (1)
Tournevis cruciforme #000 (1)

部品部品:

Écran pour iPhone 6 (1)
NuGlas protection d'écran en verre trempé
pour iPhone 6/6s (1)
iPhone 6のフロントパネルアセンブリの
ケーブルブラケット (1)

手順手順 1 — ペンタローブネジペンタローブネジ

解体作業を始める前に、iPhone6の
バッテリー残量を25%以下まで消費
してください。充電された状態のリ

チウムイオンバッテリーに穴を開け

てしまうと、引火や爆発を引き起こ

すことがあります。



解体作業を始める前にiPhoneの電源
を切ります。



Lightningコネクターの両脇に付けら
れた2本の3.6mmのペンタローブ長
ネジを取り外します。
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https://jp.ifixit.com/Guide/iPhone+6%25E3%2581%25AE%25E3%2582%25B9%25E3%2582%25AF%25E3%2583%25AA%25E3%2583%25BC%25E3%2583%25B3%25E3%2581%25AE%25E4%25BA%25A4%25E6%258F%259B/29339#s132622
https://store.ifixit.fr/products/anti-clamp
https://store.ifixit.fr/products/spudger
https://store.ifixit.fr/products/p2-pentalobe-screwdriver-iphone
https://store.ifixit.fr/products/suction-handle
https://store.ifixit.fr/products/ifixit-opening-tool
https://store.ifixit.fr/products/tweezers
https://store.ifixit.fr/products/phillips-000-screwdriver
https://store.ifixit.fr/products/iphone-6-screen
https://store.ifixit.fr/products/nuglas-tempered-glass-screen-protector-for-iphone-6-6s
file:///Item/iPhone_6_Front_Panel_Assembly_Cable_Bracket


手順手順 2 — ディスプレイ上にテープを貼ります。ディスプレイ上にテープを貼ります。

  

ディスプレイのガラスにひびが入っている場合は、作業中ひびが拡大し、怪我をしないよう

にガラス表面をテーピングします。



透明の梱包用テープをiPhoneのディスプレイ全体に二重にして貼ってください。

この作業によってガラスの破片が飛び散らないよう固定され、ディスプレイを持ち上げた

りこじ開けたりする際に構造を保ってくれます。



修理中、ガラスが飛び散ることもあります。保護メガネを装着してください。

このあとの手順で吸盤カップを装着することができないほどガラスが壊れてしまっている場

合は、さらに強力なテープ(ダクトテープなど)を折り曲げて取手を作り、ディスプレイを引っ
張って持ち上げます。
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手順手順 3 — リバースクランプの使用方法リバースクランプの使用方法

  

次の2つの手順では、デバイスの開講作業を簡単にするために開発されたツール、リバースク
ランプの使い方を紹介します。リバースクランプを使用しない場合は、このリバースクランプを使用しない場合は、この3つの手順をスつの手順をス

キップして別の方法をご覧ください。キップして別の方法をご覧ください。



リバースクランプの詳細な使用方法については、 こちらのガイドをご覧ください。

青いハンドルをヒンジ側に引くと、リバースクランのアームを解除します。

iPhoneの左もしくは右側端に向けてアームをスライドします。

吸盤カップをiPhoneの下端付近に装着します。前面と背面に1つずつ取り付けます。

吸盤カップ両側をしっかりと締め合わせると、標的の場所にしっかりと装着させることがで

きます。



作業中のデバイス表面が滑りやすく、吸盤がうまく装着できない場合は、梱包用テープを表

面に貼ると、よりグリップ力を強めることができます。
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https://jp.ifixit.com/Guide/%25E3%2583%25AA%25E3%2583%2590%25E3%2583%25BC%25E3%2582%25B9%25E3%2582%25AF%25E3%2583%25A9%25E3%2583%25B3%25E3%2583%2597%25E3%2581%25AE%25E4%25BD%25BF%25E3%2581%2584%25E6%2596%25B9/152309
https://jp.ifixit.com/Guide/How+to+Use+Suction+Tape/159595


手順手順 4

  

青いハンドルを手前に引くと、アームがロックされます。

ハンドルを時計回りに360度回転させ、カップが両側をストレッチするまで回し続けます。

吸盤の位置が合っていることを確認してください。装着位置がずれ始めたら、吸盤を少し緩

めてアームを装着し直してください。



クランプで十分な隙間が作れたら、スクリーンのプラスチックベゼルの下にオープニング

ピックを挿入します。



クランプで十分な隙間が作れない場合は、クランプを1/4程度時計回りに回してください。

一回ごとの作業で一回ごとの作業で1/4以上回さないでください。以上回さないでください。クランプをまわしたら1分間待ってくださ
い。リバースクランプの効果を待ってから、作業を続けてください。



次の次の3つの手順はスキップしてください。つの手順はスキップしてください。
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https://guide-images.cdn.ifixit.com/igi/BSluctHhVVqhGtfj.full


手順手順 5 — マニュアル式開口方法マニュアル式開口方法

リバースクランプをお持ちでない場

合は、シングルタイプの吸盤カップ

を利用してフロントパネルを持ち上

げます。



ホームボタンの真上のスクリーン

上に吸盤カップを押し当てます。



吸盤カップがスクリーンに固定す

るように、しっかりと装着しま

す。



ディスプレイのひび割れ状態が酷

い場合は、吸盤カップを上手く装

着するために透明な梱包テープを

貼ってください。もしくは、吸盤

カップの代わりに強力なガムテー

プで取手を作ることもできます。

それでも上手くいかない場合は、

吸盤カップに強力ボンドを付け

て、壊れたスクリーン上に装着し

ます。
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https://jp.ifixit.com/Guide/%25E3%2583%2587%25E3%2582%25A3%25E3%2582%25B9%25E3%2583%2597%25E3%2583%25AC%25E3%2582%25A4%25E8%25A1%25A8%25E9%259D%25A2%25E3%2581%25AE%25E3%2583%2586%25E3%2583%25BC%25E3%2583%2594%25E3%2583%25B3%25E3%2582%25B0/103486#s193571


手順手順 6

片手で iPhoneを押さえながら、吸
盤カップを持ち上げて、背面ケース

からフロントパネルを離します。



時間をかけてゆっくりと、同じ強

さ加減で作業を進めます。ディス

プレイアセンブリは他のデバイス

に比べてより強固に接着されてい

ます。



プラスチック製開口ツールを使って

差し込み、リアケースからアセンブ

リを丁寧にこじ開けます。同時に吸

盤カップで引き上げます。



フロントパネルアセンブリとリア

ケースを固定しているクリップが幾

つかあります。吸盤カップとプラス

チック製開口ツールを同時に使いな

がら、フロントパネルアセンブリを

開けていきます。
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手順手順 7

 

吸盤カップの持ち手(ノブ)を引っ張り、吸引力を緩めます。

吸盤カップを本体から取り外します。

手順手順 8 — デバイスを開口しますデバイスを開口します

  

本体上部先端を蝶番にして、リアケースからフロントパネルアセンブリのホームボタンの先

端を持ち上げて、iPhoneを開口します。


フロントパネルの上部端に沿って留められた幾つかのクリップは蝶番の留め金になってい

ます。



再組み立ての際は、クリップをリアケース上部端の真下に並べます。フロントパネルとリ

アケースの上部先端が重なるようにスライドします。
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手順手順 9

  

作業をスムーズに進めるため、ディスプレイを約90度まで開いて衝立などを使用して固定し
ます。



緊急の場合は、未開封の飲料水缶を利用できます。

衝立にディスプレイを固定する際は、輪ゴムを使用して留めてください。ディスプレイケー

ブルに不要な圧力がかかるのを防いでくれます。



手順手順 10 — バッテリーコネクターブラケットネジを外します。バッテリーコネクターブラケットネジを外します。

次のプラスネジをバッテリーコネク

ターブラケットから取り外します。



2.2 mm ネジー1本

3.2 mmネジー1本

修理中、ネジの装着場所をメモ書き

してください。再組み立ての際は、

デバイスへのダメージを防ぐため

に、必ず正しい位置に戻します。
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https://store.ifixit.fr/products/magnetic-project-mat


手順手順 11

iPhoneからメタル製のバッテリーコ
ネクターブラケットを取り出しま

す。



手順手順 12 — バッテリーコネクターの接続を外します。バッテリーコネクターの接続を外します。

プラスチック製の開口ツールを使っ

て、ロジックボード上のソケットか

らバッテリーコネクターの接続を外

します。



基板のソケットには接触せず、バッ

テリーコネクターのみに差し込んで

押し上げます。基板上のソケットに

触ると、コネクター全体を損傷する

ことがあります。
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手順手順 13 — フロントパネルアセンブリのケーブル用ブラケットのネジを外します。フロントパネルアセンブリのケーブル用ブラケットのネジを外します。

フロントパネルアセンブリーのケー

ブルブラケットから次のプラスネジ

を5本取り外します。



1.2 mmネジー3本

1.7 mmネジー1本

3.1 mm ネジー1本

再組み立ての際、これらのネジを違

う箇所に取付けてしまうと、基板に

永続的なダメージを与えてしまいま

す。



手順手順 14

基板からフロントパネルアセンブリ

のケーブルブラケットを取り出しま

す。
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手順手順 15

 

次の4つの手順ではケーブルコネクターのみのみに差し込んで持ち上げ、基板上のソケットには接
触しないでください。



スパッジャーもしくは爪先を使って、正面カメラとセンサーケーブルコネクターの接続を外

します。



手順手順 16

 

スパッジャーもしくは爪先を使って、ホームボタンケーブルコネクターの接続を外します。
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手順手順 17

 

この手順でケーブルの接続を切ったり、再接続する前に、バッテリーの接続が切れているこ

とを確認してください。



スパッジャーもしくは爪先を使って、ディスプレイデータのケーブルコネクタの接続を外し

ます。



デバイスの再組み立ての際には、ディスプレイデータケーブルがコネクターから飛び出して

しまうことがあります。これは電源を入れた時に白黒画面となる原因となります。この状態

の場合、単純にケーブルを一旦外して電源を切り、再起動してください。ベストな再起動方

法は、バッテリーコネクタの接続を一度外してから再装着して電源を入れることです。
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https://jp.ifixit.com/Guide/iPhone+6%25E3%2581%25AE%25E3%2583%2590%25E3%2583%2583%25E3%2583%2586%25E3%2583%25AA%25E3%2583%25BC%25E3%2581%25AE%25E4%25BA%25A4%25E6%258F%259B/29363#s69537


手順手順 18

 

スパッジャーの平面側先端を使って、デジタイザーケーブルのコネクターの接続を外しま

す。



デジタイザーケーブルを再接続する際は、コネクターの中央を押さないでください。コネクターの中央を押さないでください。コネク

ターの一方端を押さえてから、反対側を押さえます。コネクター中央を押してしまうと、コ

ンポーネントを曲げてしまい、デジタイザーにダメージを与えてしまいます。



手順手順 19 — リアケースからフロントパネルアセンブリを外します。リアケースからフロントパネルアセンブリを外します。

リアケースからフロントパネルアセ

ンブリを取り外します。
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手順手順 20 — ホームボタンホームボタン

ホームボタンブラケットに付けられ

ている1.9 mm プラスネジを2本外し
ます。



手順手順 21

 

フロントパネルからホームボタンブラケットを取り外します。
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手順手順 22

 

スパッジャー先端を使って、ホームボタンケーブルコネクターを持ち上げて、ホームボタン

から外します。
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手順手順 23

 

ホームボタンを囲むゴム製のメンブレン(薄膜)は非常に薄く、簡単に破れてしまいます。

ホームボタンのメンブレンを固定している接着剤を軟らかくするために、 iOpener、ヒートガ
ン、またはヘアードライヤーを使って軽い熱を加えます。



指先を使って、ディスプレイアセンブリの前面からホームボタンを一定の圧力でしっかりと

押し、メンブレンがフロントパネルから離れ始めるまで押します。



ホームボタンを完全に上まで持ち上げないでください。ホームボタンの端を軽く上げ、そこ

からスパッジャーを使うと簡単に外せます。
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https://store.ifixit.fr/products/iopener


手順手順 24

 

スパッジャーを使って、ディスプレイ本体から残りの部分のホームボタンを丁寧に取り出し

ます。
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手順手順 25

 

スパッジャー先端を使って、フロントパネルに取り付けられたホームボタンケーブルから丁

寧に接着剤を剥がします。



簡単に切り離せない場合は、 iOpener やドライヤーなどで熱を加えて接着剤を柔らかくして
から、もう一度試してみてください。ケーブルにダメージを当てないように注意してくださ

い。
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https://store.ifixit.fr/products/iopener


デバイスを再組み立てする際は、これらの手順を逆の順番に従って作業を進めてください。

手順手順 26

全ての接着部分が取れたら、フロン

トパネルからホームボタンを取り出

します。



壊れたフロントパネルを交換する

場合は、ホームボタンに付着した

ガラスの破片がある場合がありま

す。ホームボタンを新しいディス

プレイに移す前に、残りのガラス

を丁寧に取り除いてください。



交換部品には、ホームボタンの左

側に 余分なプラスネジ が既に取
り付けられている場合がありま

す。不要なネジを外して、ホーム

ボタンブラケットを再装着できる

ようにしてください。
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https://d3nevzfk7ii3be.cloudfront.net/igi/RBplrTYSIZiU3VDU
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